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農
業
を
め
ぐ
る
環
境
は
つ
ぎ
の
四
点
が
重
要
に
思

う
。
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
後
の
変
化
、
農
業
の
産
業
化
政
策
、

共
産
党
政
権
の
地
主
化
、
急
速
な
都
市
化
に
よ
る
過
疎

化
。
最
初
の
二
つ
は
表
裏
一
体
で
あ
る
。

　

多
く
の
国
々
の
経
験
か
ら
み
る
と
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
占
め
る

農
業
の
比
率
が
一
五
％
を
切
る
頃
か
ら
政
府
は
農
業
支

持
政
策
を
と
ら
ざ
る
を
え
な
く
な
る
。
農
民
の
政
治
的

発
言
力
が
強
い
国
ほ
ど
、
支
持
政
策
を
早
め
に
導
入
す

る
。
中
国
で
は
、
二
〇
〇
九
年
に
農
業
比
は
一
〇
％
を

切
っ
た
。
他
方
で
、
農
民
の
発
言
力
は
零
で
あ
る
。
Ｗ

Ｔ
Ｏ
に
加
盟
し
て
一
〇
年
、
多
く
の
農
産
物
の
自
給
率

は
低
下
し
て
き
た
。
と
く
に
大
豆
に
い
た
っ
て
は

三
五
％
前
後
に
落
ち
た
。

　

い
わ
ゆ
る
「
三
農
問
題
」
が
問
題
視
さ
れ
始
め
た
の

は
一
九
九
四
年
の
分
税
制
の
導
入
の
頃
か
ら
で
あ
る
。

分
税
制
と
は
実
入
り
の
よ
い
税
目
を
中
央
収
入
と
し
、

少
な
い
も
の
を
地
方
収
入
と
し
た
。
こ
こ
か
ら
地
方
財

政
の
悪
化
が
始
ま
っ
た
。
末
端
市
町
村
ほ
ど
ひ
ど
い
。

背
に
腹
は
か
え
ら
れ
ず
、
末
端
政
府
は
税
外
収
入
を
強

化
し
た
。

　

こ
の
状
況
に
た
い
し
、
政
府
は
三
つ
の
政
策
を
打
ち

出
し
た
。
農
業
正
規
税
と
税
外
税
の
撤
廃
、
第
二
は
食

糧
主
産
区
へ
の
補
助
金
支
給
、
第
三
が
農
村
投
資
の
増

加
で
あ
る
。
第
一
に
つ
い
て
は
二
〇
〇
五
年
に
ほ
ぼ
達

成
し
た
。
し
か
し
そ
の
代
価
は
大
き
く
地
方
財
政
の
悪

化
に
拍
車
を
か
け
た
。
数
年
前
地
方
財
政
債
務
は
約

二
兆
元
（
約
三
〇
兆
円
）
で
あ
っ
た
の
が
二
〇
一
〇
年

で
は
一
〇
兆
元
（
約
一
三
〇
兆
円
）
に
積
み
上
が
っ
た
。

第
二
の
政
策
は
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
原
則
か
ら
価
格
補
助
金
を
支

出
で
き
な
い
。
経
営
規
模
の
拡
大
、
成
長
農
産
物
へ
の

転
換
、
商
品
流
通
を
促
す
た
め
の
専
門
農
協
の
育
成
が

内
容
で
あ
る
。
し
か
し
規
模
拡
大
政
策
は
難
渋
を
極
め

て
い
る
。
第
三
の
政
策
の
主
た
る
対
象
は
水
利
投
資
の

増
加
で
あ
る
。
し
か
し
大
中
型
水
利
建
設
で
、
主
に
工

業
・
都
市
生
活
用
水
用
で
あ
る
。
農
村
末
端
水
利
施
設

に
は
及
ん
で
い
な
い
。
大
多
数
の
水
利
施
設
は

五
〇
、六
〇
年
代
人
民
公
社
が
農
民
を
無
償
労
働
で
動

員
し
て
建
設
し
た
も
の
で
、
今
日
そ
の
七
〇
％
が
老
朽

化
し
て
い
る
。
ダ
ム
決
壊
は
頻
繁
に
発
生
し
て
い
る
。

　

問
題
は
生
産
性
を
引
き
上
げ
る
規
模
拡
大
政
策
で
あ

る
。
農
地
の
流
動
化
を
は
か
り
、
多
く
の
農
民
を
退
出

さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
二
〇
〇
九
年
秋
の
中
共
三
中
全

会
で
農
民
が
村
か
ら
農
地
を
借
り
る
権
利
（
承
包
権
）

の
流
動
を
強
い
制
限
を
つ
け
な
が
ら
も
認
め
た
。
こ
れ

が
も
た
ら
す
問
題
よ
り
深
刻
な
の
が
政
府
に
よ
る
土
地

収
用
で
あ
る
。
毎
年
膨
大
な
農
地
が
収
用
さ
れ
て
い
る

が
こ
れ
は
地
方
各
級
政
府
が
一
手
に
販
売
し
て
い
る
。

そ
の
販
売
額
の
四
〇
〜
五
〇
％
は
開
発
業
者
が
、
二
〇

か
ら
三
〇
％
は
地
方
政
府
が
と
り
、
農
民
へ
の
補
償
費

は
五
か
ら
一
〇
％
に
す
ぎ
な
い
。
開
発
業
者
の
大
手
は

ほ
と
ん
ど
旧
現
国
有
企
業
で
あ
る
。
党
と
政
府
が
地
主

と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
囲
い
込
み
で
六
〇
〇
〇
万

人
近
い
土
地
な
し
農
民
が
生
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
上
、

彼
等
に
は
ほ
と
ん
ど
社
会
保
障
が
な
い
。

　

急
速
な
都
市
化
が
こ
の
土
地
需
要
を
生
ん
で
い
る
わ

け
だ
が
他
方
で
、都
市
に
出
た
一
人
っ
子
は
帰
ら
な
い
。

農
村
に
残
さ
れ
た
老
人
を
「
空
巣
老
人
」
と
呼
ん
で
い

る
。
全
国
農
村
に
限
界
集
落
、
限
界
村
が
出
現
し
て
い

る
。
過
去
一
〇
年
間
の
超
高
度
成
長
は
、
こ
の
よ
う
な

実
態
を
生
み
出
し
た
。
筆
者
が
知
り
た
い
の
は
こ
の
よ

う
な
情
況
を
生
み
出
す
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
そ
の
実
態
で
あ

る
。


